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ウォーカブル勉強会について

令和6年4月22日

関市都市計画課

第1回本町通り商店街エリア
ウォーカブル勉強会



（１）ウォーカブルとは

（２）勉強会の目的・内容

（３）今後の予定
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１．ウォーカブルとは

※国交省都市局「都市の多様性とイノベーションの創出に関する懇談会」中間とりまとめ より抜粋

○ 街路空間を車中心から「人」中心の空間へと再構築し、沿道と路上を一体的に活用し、
人々が集い・憩い・多様な活動を繰り広げられる場へ

○ 「居心地が良く歩きたくなるまちなか」の創出による「魅力的なまちづくり」
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２．勉強会の目的・内容
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年度 市街地の整備 地域での取り組み

令和3年度

令和4年度

令和5年度

令和6年度

令和7年度

令和8年度
以降

• 公共施設や地域資源を結ぶネットワークを
強化して回遊性を高め、まちの賑わいと魅
力を創出

■遊歩道の整備

■居心地がよく歩きたくなる
空間整備（予定）

■本町6・7丁目エリア価値向上
に向けた勉強会

■ウォーカブル勉強会

• 遊休不動産の活用検討、住民が描く将来像



２．勉強会の目的・内容

本町6・7丁目エリア価値向上に
向けた勉強会

本町通り商店街エリアウォーカブル
勉強会

■目的

■対象者

■取組内容

• 本町通り界隈が魅力的なエリアとなるよう、
本町7丁目広場の利活用を検討し、更なるに
ぎわいの創出とエリアの価値向上に向けた
意見交換を実施

• 本町6丁目、7丁目の地域住民
• まちづくりに興味のある方

• 令和4年度中に計4回実施
• 本町7丁目広場の活用、住民が思い描くエリ

アイメージ、まちなかに求める機能、公共
空間の活用などについて意見交換

• 国の施策や先進事例の共有

■目的

■内容

 本町通り商店街エリアの公共空間や低未
利用地の利活用、交流空間の創出を図り、
誰もが居心地良く、歩きたくなる、にぎ
わいのあるまちづくりを進める。

 地域住民の生活の質を高め、その地域に
住みたい人、住んで良かったと思う人、
外部からこの地域に関わってみたいと思
う人を増やす。

• 地域住民、観光・商工関係者
• 教育機関
• 行政（都市計画、土木、建設総務、商工、

観光、企画広報の各課による推進体制）

実施状況 本町7丁目広場の滞留空間

（令和6年度～）
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（令和4年度）

■対象者

• 本勉強会は、ウォーカブルに係る先進的
な取組について情報収集、知見の共有を
行うとともに、地域住民と協働でエリア
の将来ビジョンを策定し、実現に向けた
社会実験の実施、データ収集、分析等を
行う。



○ 道路・公園などの公共空間の利活用、低未利用地の活用、人々の交流、人々が集まる
ためのきっかけづくりなどの取組を進め、エリア全体の価値向上を図るビジョンの策定

○ 市域全体の活力を牽引すべき「まちの中心部」を対象エリアと位置付け
○ 地域住民の生活の質を高め、地域に住みたい人、住んでよかったと思う人を増やす

竹原駅前エリアウォーカブルビジョン（令和3年2月策定）

・将来像を市民、事業者、

行政等で共有

・関係者の連携による

相乗効果の期待

・社会実験などの短期PJ

ハード整備の長期PJ

概ね10年後の将来像

5※Park(ing)Day2020竹原プロジェクト・レポートより抜粋

（参考）広島県竹原市の事例



令和5年度の取組 令和6年度の取組

■歩道部の活用
• 空き店舗や空き地、軒先にベンチ

やテーブル等の滞留施設を設置、
面的に公共空間の活用を図る実証
実験を行う

• 現況の歩道幅員が狭く、活用幅が
限られるため、沿道店舗の空間活
用もあわせて実施

【事例】（社会実験）
・連尺通り

（愛知県岡崎市）

【概要】
・軒先と空き地を活用し暮らしの

質向上を図るための実験

■本町7丁目広場の活用
• 本町通り商店街の広場を活用し，

市民や来訪者が集い憩える滞在空
間を創出し、遊歩道整備とあわせ
回遊性の向上を目指す

• 幅広い市民が関係するスキームを
構築し、将来的な空間再編に向け
た交通量調査も実施

■社会実験と勉強会の関係性

※出典：国交省ウォーカブルポータルサイトの事例より
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３．今後の予定

年月 内容

令和6年
4月

先進事例の共有

5月 生活社会実験の検討

6月 生活社会実験（予定）

7月 生活社会実験（予定）

8月 生活社会実験の検証

9月 生活社会実験の検討

10月 生活社会実験（予定）

11月 生活社会実験（予定）

12月 生活社会実験の検証

令和7年
1月

ウォーカブルビジョン策定

2月 ウォーカブルビジョン策定

3月 ウォーカブルビジョン策定



市街地中心部の取組状況

令和6年4月22日

関市都市計画課

第1回本町通り商店街エリア
ウォーカブル勉強会



（１）空き店舗を活用したマルシェ等の取組

（２）滞留空間（本町ネクスト）の取組

（３）その他
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１．空き店舗を活用したマルシェ等の取組

 景観保全

関の中心市街地に残るレトロな町並みを守る

 まちの活性化

残された面的な景観は潜在的価値を秘めている。

価値ある財産を生かしたまちの活性化を図る。

①ワークショップの開催
・町並みの魅力や価値に気付いてもらうきっかけづくりを行う

②遊休不動産を活用したマルシェの開催
・空き店舗等の所有者と、関での出店希望者とのマッチングを図る
・所有者と出店者のマインド変化を図る

目的

取組

2

セキ日和実行委員会の活動



１．空き店舗を活用したマルシェ等の取組

【開催概要】
■日時
• 第1回 令和5年3月18日（土）10時～15時30分
• 第2回 令和5年5月13日（土）10時～15時30分
• 第3回 令和5年9月30日（土）10時～15時30分
■場所
• 古民家あいせき
■参加者
• 合計69名（10代～60代）

【内容】
• まち歩きを通して関を知り、残したい景色に出会う

ワークショップ
• ルート上を歩きながら、綺麗な景色や気になる物を

写真に収める
• チーム内で写真の共有
• チームごとに発表、全体共有
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4

日常がもっと楽しくなる！まち歩きの楽しみ方

• まち歩きを楽しむ最初のステップ

「町の過去、日常、未来を妄想すること、
町に疑問をもつこと」

① 今ある景色からかつての姿を想像する

② 道ごとの雰囲気の変化を感じ取る

③ 町が守ってきたものを見つける

④ 町に暮らすことを妄想する

⑤ 町のシンボルを見つける

⑥ 建物を観察する

⑦ 町に「ツッコミ」を入れる

【まち歩きの視点】

１．空き店舗を活用したマルシェ等の取組



■散策マップ
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１．空き店舗を活用したマルシェ等の取組



■居住地 ■年齢

■イベントの満足度 ■イベント情報の入手

ワークショップの感想

• 人によって視点が違い、捉え方によって町の魅力は倍増すると感じられたことです。
• 20年以上関市に住んでいますが、知らない場所道が沢山あることを実感しました。こんな良い所

があるんだと発見の機会になってとても良かったです。
• 細かく見ていくと面白いスポットが多くて、他の場所も散策してみたいと思いました。
• 関にはなにもないと思ったこともありますが、少し歩くだけでこんなに面白いのかと思いました。

• シャッター街となっている商店街もじっくり観察すれば今のままでも魅力たっぷり。景色を変え
て欲しくないなとまで思った。

（回答数：37）
※第1回、第2回

回答を集計
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１．空き店舗を活用したマルシェ等の取組



【開催概要】
■日時
• 令和6年3月2日（土）15時～17時30分
■場所
• 古民家あいせき、本町通り、安桜山、善光寺周辺
■参加者
• 7名（10代～60代）

【内容】

• セキ日和実行委員会のメンバーがガイドとなり、
古写真と現在の風景を見比べながら、昭和の面
影が残る関の町の案内を実施

• ルートは、古民家あいせきを出発、本町通り、
安桜山の山頂、善光寺周辺を散策するルートと
して、約2時間30分のコースを設定
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ワークショップの感想

• 関の歴史を知れたことで、地元への興味関心も増した。
• 関の意外な一面をたくさん知れてとても面白かった。
• 今と昔の違いを当時の写真、実際のいまの姿を見比べて学べて楽しかった。
• 昔の写真や歴史を説明してくれることで、街の風景が一段と深みを増す感じがした。

昔はこうだったのかと今の風景と写真を重ね合わせて想像することで、街歩きがより
楽しくなった。

１．空き店舗を活用したマルシェ等の取組



１．空き店舗を活用したマルシェ等の取組



１．空き店舗を活用したマルシェ等の取組



【開催概要】
■日時
• 令和5年6月3日（土）、4日（日）の2日間

10時～16時
■場所
• 本町3丁目から本町8丁目
• 古民家あいせき（本部）
■来場者
• 約3,000人（2日間の合計）

【内容】
• 実際の空き店舗や空き家に出店し、2日間だ

けかつてのようなお店が立ち並び人々が行
きかう本町通り商店街を作り出す

• 出店者
「関でお店を持つ」希望を持ちやすくする

• 物件所有者
「人にスペース・家を貸す」イメージが湧き
やすくする

• 今回のイベントでは、18箇所の空き店舗、
空きスペースを使用、2日間で50店舗が出店
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１．空き店舗を活用したマルシェ等の取組



■セキ日和のスキーム
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１．空き店舗を活用したマルシェ等の取組
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１．空き店舗を活用したマルシェ等の取組
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１．空き店舗を活用したマルシェ等の取組
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１．空き店舗を活用したマルシェ等の取組



セキ日和の風景日常の風景
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１．空き店舗を活用したマルシェ等の取組



セキ日和の風景日常の風景
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１．空き店舗を活用したマルシェ等の取組



セキ日和の風景日常の風景
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１．空き店舗を活用したマルシェ等の取組



セキ日和の風景日常の風景
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１．空き店舗を活用したマルシェ等の取組
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１．空き店舗を活用したマルシェ等の取組



■自認する性 ■年齢

■居住地 ■イベント情報の入手

（回答数：78）

■イベントの満足度

87.2％

■来場者の構成
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１．空き店舗を活用したマルシェ等の取組



イベントの感想 改善点

• 本町は車の通りが多いだけだと思っていました
が、こんなところも使えるんだという新しい発
見がありました。

• 普段空いていないお店が開かれているのが新鮮
だった！

• 本町通りがオシャレな雰囲気になってよかった。
このような形で空き店舗が生かされると楽しい。

• 今は開かないシャッターを開けるとこんなに素
敵なところなんだ！となりました。とっても好
きな雰囲気でした

• 本町の古民家や使われていない店舗を利用する
というアイデアがとても良いと思います。駐車
場もあるし、アーケードなので日陰もあり、
マーケットにはいい環境なのでは。

• せき日和は店の中に入らせるという特性ゆえ、
既存店舗にも入店しているお客さんが多いよう
に見受けられた。またこのマルシェが入店しづ
らい店に入るきっかけになっていると思った。

• 楽しかったの一言。なぜ楽しかったのか‥人々
が笑い、会話し、繋がってるな〜と感じたから。
今まで閉まってたシャッターが開き、趣のある
店内が見れたから。美味しいものをいっぱい食
べる事が出来たから。珍しいもののお話が聞け
たから。あいせきで賑やかな通りの音を聞きな
がらのんびり出来たから。

• 想像以上にお客さんがたくさんいて、驚いた。
賑わっている本町通りを歩くのは楽しかった。

（出店に関すること）
• 出店数を増やして欲しいです。
• どこにお店があるのか、道を歩いていて少し分

かりにくかった。
• 各所に拡大地図、現在地の確認場所があれば個

人的には回りやすいかなと思いました。
• ミノマチヤマーケットのように統一の目印看板

があるとわかりやすいかと思います。既存の店
舗を今後もっと巻き込んで盛り上がると嬉しい
です。

• フードスペースにもう少し椅子があるといいと
思いました。

• 座って食べれる場所がもっとあれば良かった。
（駐車場に関すること）
• 駐車場が外部からくると少しわかりづらい。
（本町通りに関すること）
• 車の通りが多かった。
• 車通りが多く危なさを感じました。
• あの通りの交通量を何か集客に活かせないか、

考えさせられました。
• 道路が混み合っていたので、歩行者天国でもよ

かったのでは。
（その他）
• 電車・バスの場合のアクセスについても記載が

あると嬉しかったです。
• 関市内の他スポットを紹介しても良いのかなと

思いました。 21

１．空き店舗を活用したマルシェ等の取組



イベントを通した関市への新しい気づき 市内にどんな場所や機能があれば訪れたいか

• 空き店舗を開けて協力してくださる方々がいる
事が良かった。

• 本町6、7丁目住民の本町への関心の高さ。
(花壇や外に出てマルシェの様子を見学するなど)

• 商店街という素晴らしい資源がある。
• 通りにレトロ感のある建物や看板などが多くい

いなと思いました。
• 今回、普段使われていない場所（お店）に入る

ことができ、雰囲気が良いところばかりで、
シャーター街と勝手に思っていたが、見えない
ところに素敵な場所がたくさんあることに気付
いた。

• 本町の昔からの雰囲気を残しつつリノベーショ
ンがされたらもっと魅力的な街になりそう 。人
が来たいと思う場所にできたら活気も出てくる
と思います。

• 若者がまちづくりを頑張っていて凄い！

• 子供が遊べる場所
• 安心して歩ける空間、休憩場所
• フリースペースでの定期的なイベント開催があ

ると歩くのが楽しみになる
• 本町ベースのようにいろいろできる場所
• 気楽に車を止められるスペースがあれば、本町

がもっと身近になる
• 美味しい食べ物とともに、人と交流、雑談、体

験が出来きる場所
• ゲストハウス
• 人と人とが交流できるコーヒースタンド
• 子どもや若者が高齢者と交流できるイベント
• 子どもを一時的に預かってくれる施設があり、

親世代が自由に時間をもって交流できる場
• 小道や子供目線の遊びが散りばめられた散歩道。

その散歩道にお店、交流できる広場がある
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１．空き店舗を活用したマルシェ等の取組
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■実店舗の有無

■次回の出店希望

（回答数：37）
■イベントの満足度

■出店ブースの満足度 ■関市での新規出店の可能性

94.6％

86.1％

97.3％

１．空き店舗を活用したマルシェ等の取組



【開催概要】
■日時
• 令和5年11月18日（土）※荒天により午後中止

10時～16時
■場所
• ひねもすぽっと、関川沿い市道、駐車場
■来場者
• 約1,000人

【内容】
• 遊歩道整備の対象エリアとなっている関川

沿いの空きスペース、空き家等をマルシェ

会場の候補地とし、野点傘（パラソル＆

テーブル・椅子）など滞留施設を配置

• 各エリアにキッチンカーと物販店舗を混在

させ、各エリアを回遊できるようにまち歩

きのマップを作成

• 関川沿い市道は全面通行止めとして実施

• 市道、駐車場に約60店舗が出店
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１．空き店舗を活用したマルシェ等の取組
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１．空き店舗を活用したマルシェ等の取組
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１．空き店舗を活用したマルシェ等の取組
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１．空き店舗を活用したマルシェ等の取組
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１．空き店舗を活用したマルシェ等の取組
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■実施スキーム

２．滞留空間（本町ネクスト）の取組



本町7丁目広場の対象エリア 滞留空間の設置（社会実験）

L=10.5m

W=3.0m歩道幅員
W=2.0m

対象エリア
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２．滞留空間（本町ネクスト）の取組



中日新聞（R6.4.12掲載） 岐阜新聞（R6.4.6掲載）

２．滞留空間（本町ネクスト）の取組



○令和5年6月に実施したアンケート調査を踏まえ、「歩く、せき市」開催にあわせ、本町通りに
「子どもが遊べる場所」を試行的に設置

○公共施設や店舗利用に合わせた利用が51%で、利用者の半数以上が30分以上1時間未満の滞在
○親子で楽しめる場所があることで、子育て世代が市街地中心部を訪れる目的となり，新たな
ライフスタイルの提供が十分可能

■概要
・場所：本町7丁目広場
・期間：令和5年11月18日（土）

～11月23日（木・祝）まで6日間
・時間：午前10時から午後4時まで
・人数：約200名
・内容：移動式遊具「モップス」を設置

（特徴）
・遊休スペースを活用してポップアップ的に公園を

創り出し、まちに賑わい空間を創出
・子どもが遊びを発明する遊具
・遊びを誘発する仕掛け
・コンパクトに収納

収納時の様子

設置場所

平時の本町7丁目広場

32

３．その他【広場の活用】
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安桜
50％

旭ヶ丘
13％

その他
19％

市外
6％

瀬尻
13％

■居住エリア ■子どもの年齢

■本町7丁目広場を訪れる目的 ■滞在時間

小学生
24％

園児
67％

未就学
10％

遊具で遊ぶため
50％

本町BASE
古民家あいせき
の利用にあわせて
13％

商店街の利用
にあわせて
38％

15分以上
30分未満
44％

30分以上
1時間未満
56％

【回答数：16】
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３．その他【広場の活用】



良かった点 改善して欲しい点

• 子どもを連れて本町通りに来やすくなる
• 週末に訪れる場所の一つの選択肢になり得る
• 周囲に店舗があり人眼もあるため、安心して利

用できる
• 子どもが決まりを守って遊べるならば常設もい

いのではないか
• 本町通り周辺で遊ぶ場所を探していた
• 移動式遊具を「ひねもすぽっと」や「せきてら

す」にイベント設置するのもよいのでは
• 人が寄れる場所があることはよいこと
• 公園の常設遊具と異なる遊具があり、子どもが

遊べるスペースが確保されることはいいこと
• 設置期間に一度遊びに来ており、再度遊びに訪

れた
• 本町通りで大人が時間を過ごすには、子どもが

遊べる場所が必要になるので、遊具が設置して
あるこのような場所は非常にいいと思う

• 子ども達が考え自由に組み立て遊べる遊具がい
いと思う

• 待ち時間などに近くに遊具があれば子どもたち
が遊ぶ

• 本町通り周辺に体を動かして遊べる場所がなく、
学年を超えて遊べる環境がよい

• 普段は家の中ばかりだが、遊具があることで外
で遊ぶきっかけになる

• 古民家あいせきで宿題をやって、その後、遊び
にきている

• 複合的な施設の整備が必要
• 駐車場が少ない
• 年齢差や体格差のある小学生と園児が一緒に遊

ぶには危険と感じた、遊ぶエリアの区域分けが
必要ではないか

• 交通量が多いので、子どもが道路に飛び出さな
い工夫が必要

• 遊具の種類が少ない
• ボール遊びができる要素が欲しい
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３．その他【広場の活用】



○ 令和4年度から岐阜工業高等専門学校の櫻木准教授と、市街地中心部の景観形成に関する
共同研究を実施

○ 行政、住民、学校がそれぞれの立場から協働するものであり、その成果は広く住民が享
受できるものとする

• 市街地中心部における残したい景観、関市を
代表する景観等について調査

• 景観形成に向けた基礎的資料の作成

令和4年度の研究概要 令和5年度の研究概要

• 令和4年度の研究成果を踏まえ、市街地
中心部の町並み形成の歴史的背景の整理

• 主要となる景観要素の抽出に向けた調査
• 関市文化財保護センターとの連携

【取組1】現地調査の実施

• 市街地の景観を構成する「音」「におい」

「人間行動」等について、平時と祭事で調

査を2回実施

【取組2】景観まちあるきワークショップ

• 市街地中心部を歩いて、残したい景観、代

表的な景観を見つける現地調査やWSを開催

現地調査の様子 まちあるきWSの様子 36

• 関＝刃物の街が、景観としてどのように
結びつくかという観点から以下の取り組
みを進めている

【取組1】
• 景観の印象に関わる観念や心的要因を明

確にするため、地域的なイメージを伝統
的な金属産業の町において調査を実施し、
期待される音と景観の印象について比較
検討

【取組2】
• 金属産業の街や、伝建地区等で、イメー

ジマップを描き、どのようなものを知覚
して歩いているのかを把握

３．その他【景観に関する調査】
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• 関鍛冶の古文書や刀剣を有する「関鍛冶伝承
館」、周辺の文化財や遺跡の調査を行ってき
た「文化財保護センター」、地域資源を生か
した関の景観まちづくりを実施してきた「都
市計画課」の各部署による、関のまちについ
ての調査結果を展示紹介するもの

• 関のまちについて「近現代」、「近世」、
「中世」と順に時代をさかのぼる３年連続の
シリーズとして企画し、初年度では明治時代
～現代までの「近現代」をテーマとする

37

• 企画展名称
刃物のまち関と鍛冶の700年
～明治から現代まで～

• 期間
令和５年１１月１８日（土）

～令和６年１月２８日（日）
• 会場

関鍛冶伝承館 2階 第１展示室
サテライト会場 古民家「あいせき」

• 主催
観光課・文化財保護センター・都市計画課

３．その他【関鍛冶伝承館の企画展】
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今後の予定

令和6年4月22日

関市都市計画課

第1回本町通り商店街エリア
ウォーカブル勉強会



令和5年度の取組 令和6年度の取組

■歩道部の活用
• 空き店舗や空き地、軒先にベンチ

やテーブル等の滞留施設を設置、
面的に公共空間の活用を図る実証
実験を行う

• 現況の歩道幅員が狭く、活用幅が
限られるため、沿道店舗の空間活
用もあわせて実施

【事例】（社会実験）
・連尺通り

（愛知県岡崎市）

【概要】
・軒先と空き地を活用し暮らしの

質向上を図るための実験

■本町7丁目広場の活用
• 本町通り商店街の広場を活用し，

市民や来訪者が集い憩える滞在空
間を創出し、遊歩道整備とあわせ
回遊性の向上を目指す

• 幅広い市民が関係するスキームを
構築し、将来的な空間再編に向け
た交通量調査も実施

■社会実験と勉強会の関係性

※出典：国交省ウォーカブルポータルサイトの事例より
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１．今後の予定

年月 内容

令和6年
4月

先進事例の共有

5月 生活社会実験の検討

6月 生活社会実験（予定）

7月 生活社会実験（予定）

8月 生活社会実験の検証

9月 生活社会実験の検討

10月 生活社会実験（予定）

11月 生活社会実験（予定）

12月 生活社会実験の検証

令和7年
1月

ウォーカブルビジョン策定

2月 ウォーカブルビジョン策定

3月 ウォーカブルビジョン策定
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１．今後の予定

第２回ウォーカブル勉強会

・日時：5月9日（木）午後7時から

・場所：本町BASE

※内容が変更になる場合があります。
※オンライン併用で開催します。
※市HPおよび案内文書でお知らせします。

【内容】
①広島県竹原市の事例紹介
（講師：竹原市企画部企画政策課 伊藤様）
②生活社会実験に向けて


